
日本 WH O協 会 会 長

ヰ1野  種 一 演馬

二年 医 学 の 進 歩 と公 衆 衛 生 活動 の 向上 に は め ざ ま しい もの が あ り、 そ れ に と もな っ て平 均 寿 命 が飛 躍 的 な伸 び を示 して ちヽえ

まま こ とに喜 ば しい こ とで あ ります 。 しか しそ の 反 面 で は私 た ちの健 康 と暮 ら しを阻 害 す る要 因 が 日増 しに増 加 して い る と

二と もい なめ な い事 実 で あ ります 。

子の最 も頭 著 な あ らわ れ が公 害 で あ る と思 い ます 。 日本 WHO協 会 が この ほ ど 「健 康 と公 害 」 をテ ー マ に して 中学 生 作 え f

一′レを行 な い ま した が子 供 の 目 を とお して み た公 害 問 題 の 実 態 は今 さ らな が ら私 ど も、 お とな の責 任 と適 切 な対 策 の 必 要 ■

菊感 させ て くれ る よ うで す 。

事ら しを乱 し発 展 をは ば む社 会 的 な要 因 を と り除 くこ とに よ っ て健 康 を増 進 し暮 ら しを高 め る社 会 的 条 件 を保 障 して い  こ

子きるの だ と考 え て お り ます 。

奎康 の 問 題 は単 な る個 人 的 な努 力 の み で解 決 で き る もの で は な く社 会 的 に健 康 の 条 件 を整 え る こ とに よ っ て初 め て完 全 な宅

夕た らされ る とい う こ とで あ ろ う と遅れ まヽす 。

錯壊 こそ は万 人 の 有 す る基 本 的 権 利 の 一 つ で あ りま して 人類 の 幸 福 と世 界平 和 の 基 礎 も ま た こ こ に存 す る こ とは言 を侯 た ■

1あ ります 。

fH Oは 、毎 年 そ の 憲 章 発 効 の 日 を記 念 して 、 この 日 を世 界保 健 デ ー と定 め 、世 界 131の 加 盟 国 が 共 通 の 主 題 の も とに健 や

,向 上 の ため の行 事 を行 な う こ と と して い ます が 、 本 年 は 「糖 尿 病 に もめ げ ず充 実 した生 活 を」 とい うス ロー ガ ンが と ら '

しま した。

守尿病 は 、近 年 わ が 国 に お い て も増 加 の傾 向 に あ る とされ て お り、と くに 中年 以 上 の 人 に 多発 す る こ とか ら社 会 的 に も重 要 上

)よ うに な っ て きて お ります 。 最 近 の 国 民 の疾 病 構 造 をみ る と、 この よ うな糖 尿 病 を含 め た成 人 の慢 性 疾 患 が大 き な比 車 i

:き て お り、 これ らの対 策 は国 民 保 健 上 の重 要 課 題 とい わ な け れ ば な り ませ ん。健 康 と平 和 は 自 ら一 歩 一 歩 足 も とか ら崇

|あ り、 WHO憲 章 の 一 項 「す べ て の 人 民 の健 康 は 、平 和 と安 全 を達 成 す る基礎 で あ り、個 人 と国 家 の 完 全 な協 力 に依 TI I

る記 し、 あ な たの健 康 わ た しの健 康 世 界 の平 和 の ため 互 に努 力 しま し ょ う。

と後 に国 民 の 健 康 と福 祉 の ため 惜 しみ な き御 協 力 を賜 わ ります よ うお願 い 申 し上 げ 第 四巻 発 行 の あ い さつ と します 。

WHOと 紋 章

さいあ

W H O (世 界 保 健 機 関 )と は 、 国 連 の 仕 事 の う ち保 健 衛 生 の 分 野 を

受 t刃寺つ 専 P弓機 関 で Wo r l d  H c a l t h  O r g a n i z a t i o nの 頭 文 字 を と っ て 、

WH O (ダ ブ リュ ・エ イ チ ・オ ー )と 呼 ん で い る。

そ の 目的 は 全 人 類 の 健 康 を守 る た め に 、世 界 の 国 々 が 力 を あ わ せ 努

力 し よ う とす る もの で あ る。

な お WH Oの 紋 章 は 、 国 連 紋 章 の 中 央 に 医 術 の 神 と い わ れ るヘ ピ と

ギ リ シ ャ の 医 神 イ ス キ ュ レ ピ ア ス の 社 を配 し た もの で あ る。
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平均寿命 がの びて 日本 の将

老人国 にな るそ うな。 だけ ど

約束 されてい るか とい うと、

ス とはいえない。社 会 と、家

断絶 は きび しく、老人 の 自殺

してい る。 「きょうばか りは

って ウサ を晴 らすか  (東 京

(朝 日新 聞 社 撮 影 )



起床の時間、食事の時間、ハイ休 唇

です、 と施設の規律 はキ ュウクツた '

ま運動 は輪投 げの時間です

(羽曳野市 四天王寺悲 底:|'

嫁 に手 を引かれてフロ屋 へ。昔か らヨメ、

シウ トメといえば犬猿の仲 に もとし類 された。

核家族の多い昨今 、珍 らしい風景だ。

▼i ■`
■
」

(大阪市東住吉区で)



安心で きる老後 を要求 (高令者集会開 く)

■ご口Lbや出ヒIT
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第 二 の人 生 へ

熙

熙ン

豊かな経験を

家に居 たたまれず安住の地 を求めて。公園

に同 じ境遇 の仲間 たちとたむろする老人 たち

(神戸市湊川公園)

こと し75歳。仕

事 は確 かで若 い人

の手本 となってい

る (大阪市 淀サ11区

N電 機 で)

ロヽロオヽ ゃ
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人間 は、 どこの国 にいて も、 いつの

時代 になって も健康 で幸 わせ て なけれ

ばな らない  WH Oで は、専 門家委員

会 の会 議 を通 じ絶 え ざる研 究 を行 なっ

てい る。① はウタ ン ト国連事務 総長
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穏 鞘 璽 寵 鶴 臨 嬢 襲 韓

人類 の英知 であ る国際連合 にW

H O (世 界保健機 関 )が 誕生 して

2 3年、 「すべての人民 の健康 」 に

たゆ まぬ前進 を続 けてい る
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、

、
も

慧'導革



文化 の進 むにつれ、公害の発生、環境の不

備 な ど、人間の健康 と福祉 に大 きな影響 をも

たらす。 WH Oは 、 これ らの調査、測定 に取

り組 んでいる

ヤー‐1鰺

W H O規 貝U第 1号 として疫病、傷害お

び死因に関す る分類 を定め、各国か ら

め られる統計資料 により、その保健状

を正 しく評価 し、世界的な保健衛生計

をたてている

一】！蘇



現在 の世界人 日か らすると 350万の医

師が不足 している。WHOは 、保健衛生

マ ンの研修 を行 な うとともに、奨学金制

度 によって各国の若 い技術者 に海外研究

の便 を与 オている

母 と子 とは、特別 の保護 と壕チ ',

受 け る権利 を有 す ると世 界人章宝 言

うたわれてい るが、 WHoで |と、 _●

衛生 サ ー ビス部 に母子衛生 、考壬 ti

の部 門 を設 け世界 の母 と子 の宝 車章毒

につ とめてい る



W H Oの 大 きな仕事で特色のある

のは技術援助事業 で、開発途上 にあ

る国々に対 し、その国の要請 に応 じ

て各分野の専門家 を派遣 している

伝 染病 に国境 はない。交通機関の発

三でペス ト、コレラ、痘 そ うなど恐 ろ

夕い伝染病 が各国に伝播 し易い。それ

1防ぐためWH Oは 国際衛生規則 を定

)、加盟国の検疫 に関す る規則や措置

r調整、 また予防接種 を行 なわせてい

―

，

学
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1971年 世 界 保 健 デ ー に よせ て

イ ンシュリン発 見 50年

W H O事 務 局 長

M・ G・ カン ドウ

今世 紀 の初 め 頃 に お い て は 、真 性 糖 尿

rままだ大 変 恐 しい病 気 で あ りま した。 幼

く して糖 尿 病 と診 断 され る こ とは、 早 死

を予 告 され る よ うな もの で あ りま した。

壮 年 期 に な っ て糖 尿 病 が 発 見 され る こ と

は生 活 が一 変 し、余 命 い くば く もな い こ

と を意 味 して い ま した。 その 後 、今 か ら

50年 前 の 19 2 1年 の 末 に フ レデ リッ ク ・グ

ラ ン ト ・バ ンテ ィ ン グ とい うカナ グ の 若

い医 師 の た 0ま な い糖 尿 病 研 究 が つ い に

報 わ れ ま した。 チ ャー ル ズ 。⌒ 一 バ ー ト

・ベ ス トとい う若 い協 力者 と共 同 して 、

彼 は イ ン シュ リ ン を単 独 に と り出 し、

1922年 に は患 者 の '台療 に そ ヤしを使 用 して

成 功 し ま した。 これ は現 代 医 学 の最 も偉

大 か つ 劇 的 な発 見 で あ って 、 多 くの糖 尿

病 に1酋む 人 の 前 途 を完 全 に変 え て しまい

ま した。

バ ンテ ィ ン グ氏 とベ ス ト氏 の トロ ン ト

研 究 所 に お け る発 見 は 、一 時 は糖 尿 病 に

とって決 売郵勺な 「,台療 」 とな るか の よ う

に思 わ れ ま した。 ところ が ま もな く、 イ

ン シ ュ リンに 反 応 を示 さな い糖 尿 病 の症

例 もあ る こ とが わ か っ て きたの で 、 この

病 気 の 型 、 その 組 み や イ ン シ ュ リンそ れ

自体 につ い て も研 究 が進 め られ ま した。

こ こ 2・ 3 0年 の 間 に 、 この研 究 に よ っ

て 多 くの 貴重 な 発 見 が な され 、 長 時 間効

くイ ン シェ リンカ寸乍られ る よ うに な り、

患 者 にた 射 す る回数 は 一日一 回 で済 む よ

うに な りま した。 また 、糖 尿 病 の ため の

経 「1薬 品 も開 発 され ま した。 食 事 や運 動

に よ る 自然 で基 礎 的 な療 法 に よ って も多

くの効 果 が Lり ま した。

一 方 、糖 尿病 息 者 は増 加 の傾 向 をみ せ 、

糖 尿 病 に か か っ て い る こ とが み の が され

て い る例 が よ くあ るけ れ ど も、特 に4 0オ

をす ぎた肥 満 体 の か た が た に 多 くみ '〕れ

ます 。 この こ とが認 識 され 、 公 衆衛 生 当

局 は 、集 [現検 診 を実 施 した り、 血 液 や 尿

の 検 1体をそfな って 、 こ の症 例 を多き見 す る

こ とに努 力 す る よ うに な りま した。

‐度 糖 尿 病 と診 断 さをしる と、 適 切 な ,台

療 方 た去が指 力ヽ さをします。 今 日で rよ、 糖 尿

病 患 者 で も工 常 な活動 を営 み 、 子 供 を も

うけ 、 余 暇 を甥終しむ 、 つ ま r)存 う)に とと,舌

を楽 しむ こ とが 可 能 とな り ま した。

その ため に は 、 適 切 な対 策 が 講 じらオし

な け れ ば な ' )ない こ とは も ち ろ ん で あ り

ます。 医 師 か ら指 示 され た治療 法 や 食事

療 法 に忠 実 に従 う こ とが最 も大 切 で す 。

糖 尿 病 息 者 は 自分 か ら定 期 検 診 を受 け

な け 才Lば な りませ ん。 牛コこ、 イ ン→

ンザ の よ うな病 気 にか か っ て い る■ カ

娠 中 の か た が た は検 診 を受 け な |■″_

な りませ ん。 ま た、結 婚 しよ う とす ケ

は 、相 手 の どち らか が糖 尿 病 のよ 手

る場 合 に は遺 伝 に関 す る助 言 を求 す

とが 賢 明 で す。 糖 尿 病 は まだ ま・「,お

な らな い病 気 で す か ら、指 示 さ,とと

法 を軽 視 す る と昏 唾 、失 明 、 腎 噴 イ

疾 患 、 皮 膚 感 染 、特 に心 臓 や 血 竹 f

性 の変 化 とい う危 険 な合 併 症 をイ打セ

こ とに もな ります 。

この病 気 につ い て の知 識 をす寺て =

ほ どこの病 気 に う ま く立 ち向 う こ と

き ます 。 従 っ て 、 あ らゆ る機 会 に あ

広 報 宣 伝 や 教 育 活動 は早 期 発 兄 とfとと

治療 を促 進 す る もの で あ ります f

「公 衆 が事 情 に通 じた意 見 を持 ! !

不責極 白旬にれれ力 す る こ と は、 ム、々 ″)|や !i

向 上 す る上 に も最 重 要 で あ るJ

この W H Oの 憲 章 の 前 文 の 文 句 は 、 ■

の 至 る と こ ろ 公 衆 衛 生 _二重 要 な 意 】|

つ 病 気 で あ る糖 尿 病 に 関 し て 特 に !主t

こ と rゴで あ り ま す 。



塩丁「

四 月 七 日 は、 国 際 連 合 世 界 保 険 機 関 ( W H

O )の 憲 章 の発 効 日に あ た り、例 年 この 日 を

「世 界 保 健 デ ー 」 と して 、世 界 の加 盟 国 にお

い て 、 WH Oの 創 設 を記 念 して 、各 種 の行 事

を行 な う こ とに な つて い る。 わ が 国 にお い て

も この 「世 界 保 健 デ ー 」 に諸 行 事 を行 な つて

きたが 、 そ の主 旨 は、毎 年 、時 宜 に適 した主

題 を定 め て 、健 康 が 国民 ひ と りひ と りの生 活

に と つて 、 い か に大 事 で あ るか に つ い て思 い

を新 た に し、 あ わせ て WHOの 世 界 的規 模 に

お い て推 進 して い る健 康 づ く り と疾 病 との戦

い の事 業 につ い て広 く認 識 して も ら う こ とに

あ る。

本 年 は、「糖 尿 病 に もめ げず完 全 な生 活 を」

とい う標 語 が WHOに お い て採 択 され た が 、

わ が 国 にお い て は、 「糖 尿 病 をふ せ ぎ よ りよ

い生 活 を」 とい う標 語 を用 い る こ とに な つた。

糖 尿 病 は、近 年 わ が 国 にお い て も増 加 のイ項向

にあ る と され て お り、 と くに、 中年以 上 の人

に多発 す る こ とか ら社 会 的 tこも重 視 され る よ

うに な つて きた。糖 尿 病 は、体 の活 動 能 力 を

低 下 させ 、脳卒 中 、心 蔵 病 、 腎 臓 病 、視 力障

害 、感 染 症 な どの合 併 症 を併 発 す る疾 患 で あ

るが 、現 在 の と こ ろ、 治療 に よ り軽 1夫はす る

が完 全 に なお る こ と は な い と され て い る. し

か し、食 事療 法 、運 動 療 法 、薬 物 療 法 な ど適

切 な健 康 管理 を実 施 す る こ とに よ り、 そ の進

行 悪 化 や合 併 症 の発 生 を容 易 に防 止 で き、正

常 の人 と大 差 な い生 活 をお くる こ と も可 能 と

され て い る。

糖 尿 病 に うち か つて 、 よ り充 実 した生 活 を

お くる た め に 、 この 「世 界保 健 デ ー 」 を契 機

に して 、糖 尿 病 に対 す る工Eし い知 識 力` 国民 に

普 及 され 、早 期 発 見 を適 切 な健 康 管理 が 自分

自身 の 問題 と して把 握 され る こ とが望 まれ るこ
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とヽ予・十　　・　十．ど′ヤ

糖 尿病 の合併症 と して

る。他 に脳牛 中、心転

急が知 られ、放 置 すれ ま

壌臨簸
|

糖尿病 にかかると栄養のバ ランスが

とれないので肥満症 にな りやすい。食

事療法 と運動療法が必要 だ
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運動量は医者の指示が必要だ。

幼年糖尿病患者の集団療養所Tツ

ナ引き

毎朝、洗面室で尿精 の検査 をす

る。試験紙の色の変化 で糖 の程度

を知 る

イ ンシュ リン)主射 は糖尿病 の透

も効果のある治療法である:お ヨ

党めにテク リ
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現代の戦争 は兵士 と兵士 との戦 いだけではない。

ジ ェノサイ ドとかいわれ、近代兵器 を駆使 しての

皆殺 し戦争 だ。 これは枯れ葉作戦 と称 し、クス リ

をモゴらまいて木 を枯 らす

やっと生 きのびて帰 った基地 に家族 か らの

手紙。だが、あすはどうなるや ら……
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シリアの戦車 を見物するイスラエル市民

1塩

口

お ||,

換

縛 |ギ‐

|オ■″“

1弁

ヨルダン回境に近 いベイシャン地区の トー|

子 どもたちは無心 に遊 んでいる

ラオス戦線 でヘ リコプターに乗 り、ア

<イスする米軍事顧間



空 を炉 を 平和 な生摘

|す|■li獣

か
麟

吐血 している列島の上 に

吉 もない死民 たちの豊陀羅図絵

石牟礼道子 さん (詩人)の 詠 んだ、 この地

上 の姿である。海 も、空 も、陸 も、はきださ

れる毒気 で、人間 は絶減 へ向かつてあゆむ。

無脳児のみや この露路にゆ き暮 れて

わた しは生 き埋 めの地面 に頼す りよせ

祖 の国の名 をちいさな声で呼 んでみ る

にんげんよ にんげんよ と

この海 がニクい /  母 の体 内です でに有機

水銀 にお か され、生 まれなが らの水俣病 に…

不確 か な眸 で海 を見 る子 どもたち

怨念 をただ胸 に、座 して死 を行つのが最良

の道 だろうか。 自然の許容量の限界 を説 き、

すでに手遅 れ をい う科学者がある。

だが、20世紀の文明 を発展 させた人類 に、

この公害 を克服で きぬはず はない、 と人度 i

英知 を信 じる人 も多い。

大事 なことは、みんなが手 をつな ぐとい f

ことだ。人類 を守 れ /を ス ローガ ンに公害 こ

宣戦布告せねばならない。ラルフ ・ネーター

r朝 日新 聞 社 撮 影 )
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宮山湾の海底 の ドロを調査する通産 ・厚生

両省の特別調査班。⑤ は魚のイタイイタイ病

―― くの字 に曲 った魚 (同山市西大寺で)

犠牲者 の遺 影 を胸 に…

歩道 に座 り込 む家族 たち

(東京 丸 /内 東京 ビル前

で)


